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●病院理念●

社会のニーズに応える安全で質の高い医療を皆様に提供すると と も に良識ある人間性豊かな医療人を育成し ます
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
昨
年
7
月
、「
超
ス

マ
ー
ト
医
療
を
推
進
す
る
大
学

病
院
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
た
病

院
新
本
館
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。

新
本
館
で
は
、
複
数
の
診
療
科
が

連
携
し
た
臓
器
別
・
疾
患
別
セ
ン

タ
ー
外
来
の
開
設
や
、
患
者
さ
ん

の
待
ち
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
よ
り

快
適
で
効
率
的
な
医
療
環
境
の

実
現
と
、
温
か
い
病
院
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

看
護
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
最
新

の
設
備
や
A
I

技
術
の
積
極
的

な
活
用
、
ス
マ
ー
ト
医
療
の
実
践

を
通
じ
て
、
看
護
師
が
よ
り
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
時
間
を
確
保
し
、
専

門
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
看
護
師
が
専

門
職
と
し
て
の
質
を
高
め
、
一
人
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
に
温
か
み
の
あ

る
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
教

育
・
研
修
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
の
年

で
す
。

古
く
か
ら
馬
は
人
と
密
接
な
関
わ

り
を
持
つ
縁
起
の
よ
い
動
物
と
さ

れ
、「
物
事
が
う
ま
（
馬
）
く
い
く
」

や
、
美
し
く
駆
け
る
姿
か
ら
「
幸
運

が
駆
け
込
ん
で
く
る
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看護部長

松本 加奈

vol.81

新
年
の
ご
挨
拶

　 病院本館の開院に合わせ、1 階に設置し た「 患者サポート エリ

ア」では、患者さ んにワンスト ッ プで必要な医療の情報提供や手続

き ができ るこ と を目的に、入院前面談や他院予約、各種相談の窓口

を設けており ます。

　 今回は、その中の「 入院前面談」についてご紹介し ます。

　 入院手続きのほか、看護師による事前の面談、お口の健康チェ ッ

ク 、栄養状態の確認、お薬の休止に関する 説明などを 行い、患者さ

んが安心し て入院生活を始めら れるよう サポート し ています。

　 また、退院が難し く なる要因が見つかっ た場合には、早い段階か

ら 各分野のスタ ッ フ が連携し 、専門のスタ ッ フ が解決に向けて支

援を行っ ています。

　 患者さ んやご家族が不安なく 当院に入院し ていただけるよ う 、

診療科や多職種と 連携し ながら 、治療だけでなく 療養生活も 支えら れるよう 日々努めています。

　 気になるこ と やお困り のこ と がございまし たら 、専門の相談員が対応いたし ますので、どう ぞ

お気軽にお声かけく ださ い。

　 こ のたび、当院に「 膵胆道高度医療センタ ー」を 開

設いたし まし た。

　 センタ ー長の小倉健と 申し ます。

　 膵臓や胆道の病気に対する 診断や治療は専門性

が高く 、対応できる医師が限ら れているのが現状です。

こ う し た状況を 踏まえ、当院では、内視鏡によ る 診

断・ 治療を 行う 内科、手術を 担当する 外科、IVRや重

粒子線治療などを 担う 放射線科の専門医が一堂に集まり 、連携し て

診療にあたる体制を整えまし た。

　 各診療科の専門スタ ッ フ が協力し て診療を行う こ と で、患者さ ん

がより 安心し て治療を受けていただける環境づく り を目指し ています。

　 今後は、さ まざまな取り 組みを 進め、患者さ ん一人ひと り に寄り

添っ た医療の提供に努めてまいり ます。

膵胆道高度医療センタ ー　 センタ ー長　 小倉 健

患者サポート エリ ア～「 入院前面談」膵胆道高度医療セン タ ーを 開設し まし た

9 /1 7（ 水）
世界患者安全の日

　 肝疾患センタ ーでは、年に
1 回、公開セミ ナーを 開催し
ています。　 　
　 今年度は1 0 月1 8 日（ 土）
に「 肝細胞がん」を テーマに
実施し まし た。
　 肝疾患セン タ ーの朝井セ
ン タ ー長が内科的治療につ
いて、一般・ 消化器・ 小児外科
の川口医師が外科的治療に
ついて講演し まし た。
　 参加さ れた方から は、「 さ
まざまな治療法がある こ と
がわかり 希望がも てた」「 生
活習慣に気をつけたい」など
の感想が寄せら れ、肝疾患に
関する 新し い知識を 深めて
いただく 機会と なり まし た。

　 今後の開催情報は、当院
ホームページでも ご案内し
ていますので、ぜひご覧く だ
さ い。
●お問い合わせ： 肝疾患センタ ー

1 0 /1 8（ 土）
公開市民セミ ナー

「 肝細胞がん」
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1 0 /2 6（ 日）
院内コ ンサート
大阪医科薬科大学
グリ ーク ラ ブ・ 管弦楽部 共催

　 1 0 月2 6 日（ 日）、大阪医科

薬科大学学生によ る 院内コ

ンサート を開催し まし た。

　 管弦楽部は「 A n o t h e r  

D a y o f Sun」など全5 曲を 、

グリ ーク ラ ブは合唱組曲『 筑

後川』より「 河口」など全4 曲

を披露し 、最後にはご来場の

皆さ まと と も に「 ふる さ と 」

を合唱し まし た。

　 患者さ んやご家族、職員な

ど多く の方が来場さ れ、温か

い拍手で会場が包まれまし

た。音楽を通し て患者さ んの

笑顔に触れるこ と ができ、学

生にと っ ても 心に残る 貴重

な時間と なり まし た。

1 0 /1 8（ 土）
がん患者サロン

「 ひだまり 」

　 がん相談支援セン タ ーで

は、4・ 6・ 8・ 1 0・ 1 2 月に、が

ん患者サロ ン「 ひだまり 」を

開催し まし た。

　 実施月ご と に、病気や治

療、治療中の過ごし 方、エク

ササイ ズな ど 、さ ま ざ ま な

テ ーマ で 講演を 行い、そ の

後、がん患者さ んやご家族が

互いの病気や治療の悩みな

どを 語り 合う 交流会を 実施

し まし た。

　 1 0 月は「 椅子に座っ たま

までき るやさ し いヨ ガ」を開

催し まし た。

　「 ひだまり 」は年間を 通し

て2 か月ごと に全6 回開催し

ています。次回は2 月に開催

予定です。

●お問い合わせ：

がん相談支援センタ ー

8 /2（ 土）
アレルギーについて学ぶ

『 スギ花粉症 重症化抑制の
ための治療レ シピ』

　 国民のおよそ5 0 ％がアレ

ルギー性鼻炎を も つと いわ

れる時代です。

　 今回は「 ス ギ 花粉症」 を

テーマに、市民向け講座を開

催し まし た。単に座学で学ん

でいただく のではなく 、アレ

ルギーセンタ ーの医師・ 看護

師・ 患者役をそれぞれ職員が

演じ 、診療の現場を再現し ま

し た。演技の完成度はさ てお

き（ 笑）、シナリ オに沿っ て診

療の流れを 見ていただいた

後に講演を行う 形式は、市民

の皆さ んにも 分かり やすい

と 好評でし た。

　 次回は2 0 2 6 年夏開催予

定です。

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
7
月
に
、
当
院
の
重
要
な

診
療
機
能
を
担
う
病
院
新
本
館
が

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
外
来
案
内
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
、
外
来
の
電
子
表

示
や
携
帯
電
話
を
介
し
た
自
動
呼

出
し
サ
ー
ビ
ス
が
機
能
す
る
こ
と

で
、
旧
外
来
棟
で
の
待
合
室
の

”
密  

が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

再
来
患
者
さ
ん
の
受
付
を
よ
り
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
一
階
で
の
再

診
票
の
自
動
発
行
か
ら
各
外
来
で

の
読
み
取
り
機
に
よ
る
自
動
受
付

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
新
設
さ
れ

た
患
者
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
で
は
、
患

者
さ
ん
の
入
院
前
、
入
院
中
、
退
院

後
の
様
々
な
手
続
き
や
情
報
提
供

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
完
了
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
と
無
駄
の
な
い
配
置
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
絵
画
の
デ
ジ
タ

ル
展
覧
な
ど
、
ご
来
院
い
た
だ
く
皆

様
に
少
し
で
も
心
身
の
休
ま
る
快

適
な
時
間
と
空
間
を
提
供
す
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
目
指
す
も
の
は
安
全
で

高
品
質
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
人

と
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
が
常
に
身
近

に
あ
る
”

温
か
い
病
院  

を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7 /2 8（ 月）
世界肝炎デー

　 7 月2 8 日の世界肝炎デー

にあわせ、より 多く の方に肝

炎について知っ ていただく

た めのイ ベン ト を 開催し 、

3 2 1 名の方にご参加いただ

きまし た。

　 1 階ロ ビ ーにブ ース を 設

け、肝炎に関するク イ ズを出

題。全問正解さ れた方に啓発

グッ ズを お渡し する 形式で

行いまし た。正解のヒ ント を

記し たポスタ ーも 掲示し 、参

加者全員に啓発グッ ズを お

渡し するこ と ができまし た。

　「 難し かっ た」「 勉強になっ

た 」と いっ た 感想も 寄せら

れ、楽し みながら 肝炎につい

て学んでいただける イ ベン

ト と なり まし た。
●お問い合わせ： 肝疾患センタ ー

病
院
長
　

　 

勝
間
田 

敬
弘

情報コ ーナー ●●

2 0 2 5  イ ベン ト 報告

　 9 月1 7 日は、W HO（ 世界
保健機関）が定める「 世界患
者安全の日」です。
　 今年のテーマは「 すべての
こ ど も に安全な ケア を 」で し
た。
　 当院では9 月1 5 日～2 0 日
を「 世界患者安全週間」と し 、
テーマカ ラ ーである オレ ン
ジ色の花を 正面玄関に飾り
まし た。9 月1 7 日には、職員
全員がオレ ン ジ色の医療用
マスク を 着用し 、「 安全な医
療」への意識を高めまし た。

　 さ ら に9 月2 6 日には、医療
安全研修会を開催し 、大分こ
ども 病院の久我修二院長を
講師にお迎えし て、「 医療安
全から 考える処置時の鎮静・
鎮痛」をテーマにご講演いた
だき 、よ り 安心・ 安全な医療
提供に向けた学びを 深めま
し た。
●お問い合わせ： 医療安全推進室
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プロフェッ ショ ナルの素顔  vol .3

COLUMNON OFF オンと オフ

　 初めまし て。

　 化学療法センタ ーの山口敏史です。

　 着任当初は慣れないこ と も 多く 、戸惑う

こ と ばかり でし たが、看護師や薬剤師、事務の皆さ ん、そし て後輩たちに支えら れながら 、気づ

けば2年が経と う と し ています。

　 今回、原稿執筆にあたり 、ふと「 こ の2年間、“ オフ ”があっ たかな？」と 思い、スマート フ ォ ンの

写真フ ォ ルダを開いてみまし た。

　 出てき たのは、ほと んどが料理の写真。どう やら 、私にと っ ての“ オフ ”は台所にある よ う で

す。最近のマイ ブームは、スパイ スカ レーと フ レンチ料理です。

　 まずはスパイ スカ レ ー。シン プルなチキン カ レ ーも 好き で

すが、最近はハーブをたっ ぷり 使っ たキーマカレーに夢中です。

　 以前、旅先の鎌倉で出会っ たハーブの香り 豊かなキーマカ

レ ーに感動し まし た。カ レ ーのまわり に大葉やコ リ アンダー、

三つ葉、ネギをぐ るり と 盛り つけ、混ぜながら いただく と 香り

が立っ て最高です。ビールと の相性も 抜群です。

　 一方、フ レ ン チは“ 家事の達人”と し て知ら れる 料理家のレ

シピ 本を 参考に料理を 楽し んでいます。特別な材料を 使わず、

冷蔵庫にある 食材で手軽にフ レ ン チが作れる のに、驚く ほど

おいし い。思わず「 こ れはお店を 出せる のでは？」と 錯覚し て

し まう ほどの仕上がり です。

　 さ て、私の専門である 腫瘍内科では、さ まざ ま

な抗がん剤を 駆使し てがん治療に取り 組んでい

ます。し かし 、こ れら の薬は「 誰かが作っ てく れた

も の」です。

　 学生の頃は宮大工や建築士など、形のあるも の

を 作る 仕事に憧れていたので、「 内科医は何も 作

ら ないな…」と 感じ るこ と も あり まし た。

　 そんな私にと っ て料理は、材料を 選び、組み合

わせ、形にし て、そし て誰かに食べても ら う --ま

さ にク リ エイ ティ ブの原点です。日常の慌ただし

さ を 忘れ、“ 作る 喜び”を 思い出さ せてく れる 、大

切な「 オフ の時間」でも あり ます。

　 いつか引退し たら 、南の島でのんびり と 暮ら し

ながら 、ゆっ く り 料理を 楽し むのも いいですね。

こ の原稿を 書き ながら 、久し ぶり に料理を し たく

なり まし た。

　 次の休日は、そろ そろ 旬を 迎える 菜の花を 使っ

てパスタ でも 作っ てみよう と 思います。

当院では、診察後のお会計の待ち 時間を 短く する ために、医療

費あと 払いサービス「 待たずにラ ク ～だ」を 導入し ています。

こ のサービ スを 利用する と 、診察（ ※）が終わっ たあと 計算書を

「 計算受付後払い専用窓口」に提出し 、支払いを 待たずにお帰り

いただけます。

お支払いは、後日ク レ ジッ ト カ ード で自動的に決済さ れる し く

みです。

※入院の場合： 請求書を お受け取り 後、すぐ に帰宅。

ぜひご登録いただき 、「 会計を 待たずにラ ク に帰れる サービ ス」

を ご利用く ださ い。

ご不明な点があり まし たら 、本館正面玄関前通路の「 医療費あと

払いク レ ジッ ト サービ ス相談窓口」までお気軽におたずねく だ

さ い。

ご利用には事前の登録が必要です。

【 ご用意いただく も の】

　 ＊当院の診察券　

　 ＊ク レ ジッ ト カ ード 情報

　 ＊メ ールアド レス

上記をお手元にご用意のう え、

右記の二次元コ ード（ Q Rコ ード ）から 登録し てく ださ い。

登録が完了する と 、すぐ にご利用いただけます。

シャ ト ルバス

乗り 場は病院

本館の東出入

口から お越し

く ださ い。

シャ ト ルバス
乗り 場について

利便性向上のため、 現在、 病院本館と 病院東館（ 旧7 号館） を つなぐ 連絡通路の建設工
事を行っ ており ます。 工事期間中は、 下図のと おり 病院外来棟と 病院東館の間の通路は
ご通行いただけません。 ご不便を おかけいたし ますが、 皆さ まのご理解と ご協力を お願
いいたし ます。

病院本館・ 東館
連絡通路建設工事実施に伴う 構内の通行制限について

お 知 ら せ ●●

写真上段左から「 お家う なぎ定食」、「 鯛のアク アパッ ツ ァ 」

下段「 パエリ アと 私」。料理は全て手製。

　 　  ち ょ っ と 気 に な る 話
フ レ イ ルについて～後編～
キーワード は「 く う  ねる  あそぶ」 ～予防と 改善～

　 いかがでし たか。フ レ イ ルチェ ッ ク で「 フ レ

イ ル」または「 フ レ イ ル予備軍」と 診断さ れたあ

なた。安心し てく ださ い。

　 1 9 9 8 年に流行し た自動車のCM をご存じ で

し ょ う か。

　「 く う  ねる あそぶ」と いう キャ ッ チコ ピーが

話題になり まし たが、実はこ れ、フ レ イ ル予防・

改善のための大切なキーワード でも あり ます。

　「 よ く 食べ、よ く 眠り 、よ く 遊ぶ」と いう 理想

のラ イ フ スタ イ ルを 端的に表現し ているのです。

　 フ レ イ ルは「 栄養」「 身体活動」「 社会参加」の3

つの柱を バラ ン スよ く 実践する こ と で改善で

き ます。　

　 具体的には、たんぱく 質などを意識し たバラ ンスの取れた食事を摂り 、ウォ ーキングや筋ト レな

どの適度な運動を 継続し 、趣味やボラ ンティ ア活動などで人と の交流を 増やすこ と が重要です。

　 食事では、必要な栄養素を まんべんなく と る た

めに、多様な食品や料理を バラ ン スよ く 食べる こ

と が大切です。

　 合言葉は「 さ あ にぎやかに いただく 」。日々の食

卓を見直す際の参考にし てく ださ い。

「 はい」が３ 項目以上・・・ フ レイ ル

「 はい」が１ ～２ 項目・・・ フ レ イ ル予備軍

「 はい」が０ 項目・・・・・ 健常

　 年のせいと あき ら めて いた 体や心の衰え も 、

日々の生活習慣で予防・ 改善できます。

　 やり たいこ と や好き なこ と を 続けて いく ため

に、「 栄養」「 身体活動」「 社会参加」を 毎日の生活に

取り 入れ、今でき るこ と から 始めて、活力に満ちた

毎日を送り まし ょ う 。

　 たく さ ん食べて、たく さ ん出かけて、たく さ ん笑

いまし ょ う 。

はい・ いいえ

項目 評価基準（ 改定日本版フ レイ ル基準） 回答

1 体重減少 ６ か月で2 ㎏以上（ 意図し ない） 体重が減少し た はい・ いいえ

2 筋力低下
標準握力以下である

　 握力： 男性＜2 8 ㎏、 女性＜1 8㎏
はい・ いいえ

3 疲労感 （ こ こ ２ 週間） わけも なく 疲れたよう な感じ がする はい・ いいえ

4 歩行速度
横断歩道は青点灯時間にわたり き れない

　 通常歩行速度＜1 .0ｍ／秒
はい・ いいえ

5 身体活動
軽い運動・ 体操、 およ び定期的な運動・ スポーツ の

いずれも 週に1 回も 行っ ていない

参考文献： 厚生労働省、東京都福祉局、介護コ ネク ト 、

       東京都健康長寿医療センタ ー研究所、

ロコ モチャ レンジ！推進協議会

リ ハビリ テーショ ン科　 科長　 佐浦 隆一

　 病院ニュ ースvo l.7 9 では「 フ レ イ ルについて」および「 フ レ イ ルの特徴や症状」についてご紹

介し まし た。

　 今回は後編と し て、フ レ イ ルの予防と 改善方法について学びまし ょ う 。

　 フ レ イ ル（ 加齢に伴い筋力や活動量が低下し 、心身の活力が衰えた状態）は、早めに気づく こ

と が大切です。まずは、次の表でご自身のフ レ イ ルの状態をチェ ッ ク し てみまし ょ う 。

化学療法センタ ー　

センタ ー長　 山口敏史

2 02 4 年から センタ ー長と し て、

チームと と も にがん治療に取り

組んでいる

旅先で出会っ たキーマカ レ ー

開院日・ 休診日のお知ら せ

ご不便をおかけいたし ますが、何卒ご了承く ださ いますよう よろ し く お願いいたし ます。

 ・ 2026年   5月30日（ 土）
・ 2026年   8月29日（ 土）
・ 2026年10月31日（ 土）　
・ 2027年   1月30日（ 土）

※シャ ト ルバス（ JR高槻駅　 本院）は通常どおり 運行いたし ます。

・ 2026年9月21日（ 月・ 祝）
・ 2027年1月11日（ 月・ 祝）

O FF オフ

  7 :0 0　 起床

  8 :0 0　 朝食

  9 :0 0　 買い出し・ 仕込み

12 :0 0　 昼食

13 :0 0　 料理

18 :0 0　 夕食

19 :0 0　 家事

20 :0 0　 趣味（ 料理をSN Sで
            アッ プロード 、テレビ）

23 :0 0　 就寝

O N  オン

  7 :0 0　  起床

  7 :3 0　  朝食

  8 :0 0　  出勤

  8 :3 0　  仕事

17 :0 0　  研究・ 自己研鑽

22 :1 5　  帰宅

22 :3 0　  夕食

23 :3 0　  就寝

支払いを待たずに帰宅！
医療費あと 払いク レ ジッ ト サービ ス

< さ あにぎやか（ に） いただく >

開院日 休診日


